
[Ｒ5.8 留学修了報告書（１学年度間留学修了）] 

フランス Institution Saint François 上杉 音愛さん 

留学期間 Ｒ4.8～Ｒ5.6（１年間） 

 

１ 留学の成果 

現地の学校では、個人の意見や質問を挙手制でクラスのみんなに共有する学習スタイル

があります。また、どの科目でもグループワークを用いて学習しました。積極的に自分の

意見を言うことに羞恥心を持つ日本との違いに、最初は慣れませんでしたが、フランスで

の授業が明らかに自分の積極性を成長させてくれました。また、自分の意見をきちんと持

って発表することの重要さを改めて学ぶことができました。主題に沿った課題研究をクラ

スの前で発表することは緊張しましたが、楽しかったです。 

現地の人たちは各自でしっかり責任をもって自分の仕事をこなすので、私も頑張ってフ

ランス語のプレゼン資料の作成に貢献しました。また、英語の授業で、ニュースキャスタ

ーになりきって英語で社会問題を紹介した時は、初めての経験で面白かったです。この時、

自分の英語のスピーキングの力が成長したと同時に、みんなの前でより堂々と演じられる

か、みんなから見て面白いかを考えることができました。よって学業面では、フランス語、

英語の語学力が身についただけでなく、自分自身を様々な面で成長させることができたと

思います。 

担任の先生が親切だったこともあり、授業の時間に日本についてプレゼンをさせてもら

い、フランスと日本の違いについて共有することができました。歴史的背景や文化、時間

の使い方に大きな差異があるお互いの文化を尊重することの大切さを学びました。 

生活面では、日本にいる時より責任のある行動を心がけ、迷惑をかけないように努めま

した。それでもやはり自分の語学力には限界があるので、ホストファミリーや友人に頼る

大切さも学びました。また、小さなことですが、感謝の気持ちを忘れずに、些細なことで

も率先して手伝う心がけの大切さを知りました。フランスの文化では、感謝の気持ちを常

に言葉にして表すので、私も言葉や行動で示しました。そうすることで、より多くの場面

でホストファミリーに対する感謝を伝えることができました。また、フランス文化に、ビ

ズといわれる頬にキスしあう挨拶があります。家族間でも友人間でも、愛がある場面で使

われるこの挨拶は、本当に美しいものだと感じました。フランスでは愛をとても大切にす

るのです。日頃の感謝とともに愛情を伝えることの大切さを学び、私も、もっと家族を大

切にしようと思いました。 

海外生活は全てが初めての経験で、フランス以外の国の留学生とも仲良くなり、各国の

事情について多くを知ることができてよかったと思います。また、貧困層が目立つパリの

問題について自分の目で直接確かめることができたこともよい経験になりました。 



２ 履修状況、課外活動等 

（１）履修科目 

 ・科学教育 

・歴史・地理 

・専門英語 

・英語 

・中国語 

・専門映画 

・フランス語 

・スポーツ 

・専門現代社会 

（２）課外活動および受賞歴等 

 ・バドミントンクラブ 

・ヒップホップクラブ 

・ＭＵＮ（国際連合模擬会議）クラブ 

・音楽クラブ 

 

３ 今後の活動予定 

最終的な私の将来の夢は、アフリカなどの貧困率が高い地域に自分自身が行き、子供

たちの未来のために支援するお手伝いをすることです。そのためにはまず世界の経済に

目を向ける必要があるので、大学進学では国際系の道に進みたいと思います。大学では

再度留学を経験し、より自分の将来に近づけたいと考えています。また、リーダーシッ

プ性を鍛えたいのでイベントに参加し、まずは人脈を広げたいと思っています。 

 

４ ふるさと納税寄付者へのメッセージ 

ふるさと納税寄付者様、本当にありがとうございました。フランスに行けただけでな

く、現地でさまざまな貴重な経験をすることができたので感謝しかございません。心か

ら感謝申し上げます。この経験を活かし、将来に繋げたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 記録写真 

 
サンマロ研修の時の写真で、この中にカナダ

人、ブラジル人、メキシコ人、ドイツ人、アメ

リカ人がいて、多くの国の人たちとかかわる

ことができました。 

 サンマロ研修を終えての証明書です。左下の

写真は、モン・サン・ミシェルの前で撮ったも

のです。 

 

学校のみんなでクリスマスイベントをして、

この写真は日本のジングルベルを歌った時の

写真です。 

 

パリに行った時の写真で、これはルーブル美

術館の前でドイツ人の友達と撮りました。 

 

ＭＵＮ（国際連合模擬会議）で、個人が各国に

なりきってＦＡＯの社会問題について議論し

あいました。 



 

学校最後の校外学習として、ツリーピクニッ

クに遊びに行った時の写真です。 

 

フランス語の歴史の本を担任の先生がプレゼ

ントしてくれて、クラスのみんながメッセー

ジを書いてくれました。 

 

ホストファミリーと最後の旅行に行き、遊園

地で遊びました。 

 


